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   A statistic survey was made on the patients, diseases and operations experienced at the Urolog-
ical ward of Shizuoka Red Cross Hospital between 1981 and 1991. 

   The total number of inpatients was 2,830 and the male to female ratio was 3.5 to 1. The most 
frequent diseases among the inpatients were obstructive uropathy (25.5%), malignant neoplasia 
(23.7%), non-specific infection (16.4%) urolithiasis (16.1%). The number of operations was 1922. 
Endoscopic surgery was the most frequent form of operation (55.2%). 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 483-487, 1992) 
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緒 言

静岡赤十字病院泌尿器科における1981年1月 か ら

1990年12月 までの10年 間 の入院患者を対象として,各

年度別に臨床集計を行 った.

疾患分類は,阿 曽らDの 方法に準 じて行った.な お

1人 の患者が複数の疾患をもっている場合には,お の

おのの疾患について分類を行い,同 様に1人 の患者が

複数の手術を受けた場合もおのおのの手術について集

計した.再 入院の場合も疾患としてそれぞれ別個に計

上した.

入 院 統 計

1,性 別,年 齢別頻度(Tablel)

入 院 患 老総 数 は2,830名 で,男 子2,202名,女 子628

名 であ り男 女比 は3.5:1で あ った.年 齢 別分 布 では,

70歳 代 が24.0%と 最 も多 く,つ い で60歳 代 の22.5%,

50歳 代 の15.7%の 順 で あ った.年 度 別 で は,徐 々に で

は あ るが 患者 数 増加 の傾 向 が み られ た.

H.疾,患 牙U歩頁度(Table2)

前 立 腺 肥 大 症 を は じめ と す る閉塞 性 尿 路 疾 患 が,

25.5%と 最 も多 く,つ いで 悪性 新生 物 が 多 く,こ の両

者 で半 数 近 くを 占 め た.

1.閉 塞 性 尿 路疾 患(Table3)

前 立 腺 肥 大症 が圧 倒 的 に 多 く,69.5%を 占 めた.ま

た膀 胱 頸 部 硬 化症 も10.8%を 占 め,尿 道 狭 窄 も含 め

て,下 部 尿 路 通過 障 害 が90%近 くを 占め た.

2.悪 性 新 生 物(Table4)
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TableL入 院患者の性別,年 齢別頻度

年 度'8置 '82'83'84,85'86 '87,88'89,90 小 計 計%

別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

O-9

10-19

20-29

30-39

40-49

50-59

00--69

70-・79

80～

5

5

9

16

18

15

43

58

10

4

5

9

7

12

6

3

5

4

2

6

13

18

17

18

59

68

27

3

3

4

9

7

蓋3

6

6

1

4

9

3

15

30

26

59

62

20

1

1

8

6

10

19

9

14

0

504010

345065

88171091艮

1置42611177

14614旦0186

3513471334i8

31144645319

51958監2409

181212152

302

739

11811

15817

17619

361241

491956

61966

18119

0

3

8

2

5

7

18

11

2

4040348

71606325

126101010382

1132匡916766

339221220283

3亘13371置320且25

61205匡16508128

63663859089

2943852亘522

4215

883.1

1856.5

2338.2

28510.箆

44515.7

63622.5

67924.0

2378.4

小 計1795522852228681765923862193772176624056251622527!2,202628

計234280296235300270 2832963蓋3323 2,830100

Table2.疾 患 頻 度 別 分類

疾 患 年 度'81・82,83'84
'85'86'87'88'89'90計 %

閉塞性尿路疾患

尿路結石症

悪性新生物

奇 形

非特異的感染症

副腎腫瘍

腎不全

腎提供者

神経因性膀胱

腎のう胞

陰のう水腫

外 傷

その他

87

31

41

8

39

2

2

0

0

3

4

3

21

951106686

36344455

67725068

911712

48424553

0012

410U17

0000

10565

4103

2655

2122

23221313

536360787577325.5

575660526348816.匡

838290788871923.7

653五18802.6

3555556957498】6.4

00303蓋10.4

1310810蓋2973.2

0000110.03

661086622.0

3262630駈.0

27987551.8

37464341.l

l6142118251866,1

計 24130031425032127730732934〔}3553 ,034100

TabIe3.閉 塞 性 尿 路 疾 患

疾 患 年 度'81'82・83
'84'85'86'87'88'89'90計%

前立腺肥大症

水腎症

尿道狭窄

膀胱頸部硬化症

膀胱尿管逆流

6555

87

211

816

46

77

5

8

13

フ

47

3

6

9

1

64

7

4

9

2

374241585153769.5

610888709.1

84345557.1

166798410.8

11212273.5

計 879511066865363607875773100

部位別にみると膀胱が5フ.3%と 最 も多 く,つ いで前

立腺,腎 の順に多かった.

3。 非特異的感染症(Tablc5)

腎孟腎炎,前 立腺炎,膀 胱炎の順に多かった.

4.尿 路結石症(Table6)

尿管結石症が70.3%と 圧倒的に多く,腎 結石症と合

わせて85%を 占めた.

5.奇 形(Table7)

停 留 精 巣,真 性包 茎 の順 に多 く,こ の 両 者 で85%を

占め た,

手 術 統 計

1.臓 器 別 手術 件 数(Table8)

10年 間 の総 手 術 件 数 は,1,922件 で, このうち前立
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部位 鞭 ・1・82・83・ ・4'85・86'8・'88・89… 計%

腎

腎 孟

尿 管

膀 胱

前立腺

精 巣

陰 茎

尿 道

その他

00224

00202

14533

2034442939

1729151215

20033

10202

00200

00010

679712496.8

0011281.1

42156344.7

515259424241257.3

201716211717924.9

24}27243.3

001028且,1

0020040,6

0000010.1

計41677250688382907888719100

Table5.非 特 異 的 感 染 症

疾患
年 度 ・81・82・83・84・85・86・87・88・89・90計%

腎孟腎炎

膀胱炎

前立腺炎

精巣上体炎

精巣炎

その他

20161417

4且588

1071313

4975

1101

0001

22

12

14

5

0

0

132320232018837.7

4716141410220.5

911旦Ol5811022.1

7107}31暑7815.フ

1324i173.4

1100030.6

計 394B4245533555556957498100

Table6.尿 路 結 石 症

:濃 ・・ ・…83'…85・86・ …S8・89… 計 ・

腎

尿 管

膀 胱

尿 道

前立腺

1210699

1720172940

13854

02010

夏1302

484657314.9

443953384634370.3

89367541L1

0002271.4

10003H2。3

計313634軒555756605263488100

Table7.奇 形

隷 ・P…83・ …85・86'8・'88・89… 計%

停留精巣

真性包茎

尿道下裂

尿管異所開口

馬蹄腎

その他

3

2

0

0

1

2

364

342

001

110

100

100

6322764252。5

432艮412632.5

00100022r5

00000022.5

10000033.7

10000156,3

計 891171265311880100

腺に 対す る手 術 が39%と 最 も多 く,つ い で膀 胱,陰 嚢

内,尿 管,腎 の順 に 多 か った.

皿.主 要 手 術 件 数(Table9)

TUR-P(TUR-BNを 含 む)が,38.4%で 最 も 多

く,つ ぎにTUR-Btが16。8%で 以 下 腎 孟 尿 管 切 石

術,腎 摘出術,精 巣摘出術の順となっている.

考 察

IO年間 の入院患者の年齢分布では,60歳 以上が全体

の半数以上を占め,当 然のことながら泌尿器科診療に
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Table8.臓 器 別 手 術件 数

年 度 ・81・82・83・84・85・86・87・88,89・90計%臓 器

腎

副 腎

尿 管

膀 胱

尿 道

前立腺

陰の う内

陰 茎

ブ ラッ ドア クセス

その他

13161212

2001

2旦2且 亘320

264{}4938

1018且410

869910563

1471417

4562

24108

0000

】7

2

23

40

6

81

21

7

11

1

藍7181816181578.2

00303110。6

202218981759.艮

595054453743822.8

83785894.6

566062746475039.0

13252334231919.9

34345432.2

83448623.2

0022且60.3

計 178210223171209184185194置96172且,922100

Table9.主 要 手 術 件 数

謎 '81'82'83,84'85'86'87'88'89'90計%

副腎摘出術

腎摘出術&腎 尿管全摘出術

腎移植術

腎部分切除術

腎切石術

PNL

腎孟尿管切石術

TuL

膀胱全摘術

TuR-BT

前立腺摘出術

TuR-P(BN)

尿路変更術

精巣摘出術

精巣固定術

その他

2

2

0

1

3

0

且5

0

3

16

0

86

7

7

3

33

0

5

0

」

1

0

14

0

2

26

0

99

8

3

2

49

0

5

0

0

0

0

11

0

1

38

3

102

6

3

6

48

1

5

0

1

3

0

14

5

5

23

0

62

10

8

3

31

20030311

1295匪0且0夏477

0000011

監000004

1100009

1252艮213

163360082

516191011672

34252i28

304640423且30322

1001106

805558617363739

59Hll7276

4576塾41370

64225639

423033354131373

0.6

4.0

0.L

O.2

0.5

0.7

4.3

3.7

1.4

16.8

0.3

38.4

3.9

3.7

2.0

19.4

計 1782102231712091841851941961721,922100

おける高齢者の割合の大きいことを示している.当 科

における入院患者の疾患および,治 療内容の特微とし

て,閉 塞性尿路疾患,膀 胱の悪性新生物などに対する

内視鏡手術の多いことがあげられる.TUR-P(BN)

とTUR-Btを 合わせて内視鏡手術が金手術の半数以

上を占めた.閉 塞性尿路疾患,と くに下部尿路通過障

害に対するTURの 詳細な成績はすでに報告した2)

また尿路結石症に対する手術は,1985年 までは,腎

孟尿管切石術および,腎 切石術が大部分を占めたのに

対 し,1986年 以降は,TUL,PNLが,多 数を占める

に至 った.近 くESWLの 導入も検討されてお り,さ

らに治療方法が変遷することも考えられる.

1990年9月 に当科でも腎移植を開始,生 体腎移植の

1例 を経験した3),今 後,地 域の中核病院として,こ

の分野でもさらに研鎖を重ねたいと考えている,

結 語

静岡赤十字病院泌尿器科における1981年 か ら1990年

までの10年 聞の臨床統計を行い,つ ぎの結果をえた.

L入 院患者総数は2,830名,主 要手術件数は1,922件

であった.

2.疾 患別では閉塞性尿路疾患(25.5%)悪 性新生物

(23.7%)非 特異的感染症(16.4%)尿 路結石症(16.1

%)の 順 に多かった.

3.手 術の臓器別では,前 立腺(39,0%)膀 胱(22.8

%)陰 嚢内(9.9%)の 順に多く内視鏡手術が全体の

55.2%を 占めた.

本論文 の要旨は第41回 日本泌尿器科学会 中部総会(1991年

11月)で 報 告した、
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